
令和6年8月30日

2024
Summer

No.67
JA道北なよろ広報 道北なよろ



組合員交流会組合員交流会

ＪＡ道北なよろ
組合員交流会
ＪＡ道北なよろ
組合員交流会

　
７
月
10
日
、グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
藤
花
で
３
地
区
合
同
交
流
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。昨
年
度
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
各
地
区
で
行
っ
て
い
た
交
流
会
で
す
が
、

今
年
度
よ
り
道
北
な
よ
ろ
農
協
青
年
部
の
協
力
の
下
３
地
区
合
同
で
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
月
か
ら
青
年
部
と
準
備
委
員
会
を
設
立
し
、女
性
の
意
見
も
取
り
入

れ
な
が
ら
会
場
決
め
や
イ
ベ
ン
ト・キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
等
の
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。ま
た
、広
報
春
号
に
て
３
地
区
交
流
会
名
を
募
集
し
名
寄
地

区
平
間
京
太
さ
ん
の「
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
　
組
合
員
交
流
会
」を
採
用
し
ま

し
た
。記
念
し
て
村
上
組
合
長
か
ら
賞
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
、組
合
員
交
流
会
の
実
行
委
員
長
で
あ
る
小
泉
優
人
さ
ん
の
乾
杯

を
合
図
に
幕
が
開
き
ま
し
た
。

　
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、バ
ル

ミ
ュ
ー
ダ
の
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ・ダ

イ
ソ
ン
の
冷
風
機
な
ど
の
豪
華
景

品
が
多
数
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

会
場
は
大
変
大
盛
り
上
が
り
を
見

せ
、そ
の
後
小
川
専
務
の
挨
拶
で

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
縁
日
で
は
輪
投
げ・宝

引
き・色
付
き
わ
た
あ
め
な
ど
子

ど
も
が
お
祭
り
気
分
を
味
わ
え
る

も
の
を
用
意
し
、輪
投
げ
に
初
め

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
り
、子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し

た
。

　
青
年
部
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト

の
テ
ー
ブ
ル
対
抗
戦
で
は
各
テ
ー

ブ
ル
代
表
者
１
名
を
選
出
し
、予

選
で
は
牛
乳
早
飲
み・決
勝
戦
で

は
雪
見
だ
い
ふ
く
の
早
食
い
を
行

い
ま
し
た
。１
〜
３
位
の
方
に
は

そ
れ
ぞ
れ
賞
品
が
贈
ら
れ
、早
飲

み・早
食
い
共
に
圧
倒
的
な
速
さ

で
見
事
１
位
に
輝
い
た
の
は
風
連

地
区 

今
村
芳
彦
さ
ん
で
し
た
。参

加
し
て
頂
い
た
皆
様
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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［
名
寄
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
］

　
５
月
23
日
、風
連
中
央
小
学
校
４

年
生
の
児
童
に
よ
る
田
植
え
体
験
が

名
寄
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、素
足
で
田
ん
ぼ
に

入
り
土
の
感
触
を
味
わ
い
な
が
ら
苗

を
丁
寧
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。秋
に

は
稲
刈
り
も
行
う
予
定
で
、田
植
え
か

ら
収
穫
ま
で
を
体
験
す
る
こ
と
で
米

作
り
の
素
晴
ら
し
さ
や
食
の
大
切
さ

を
学
び
ま
す
。

小
学
生
田
植
え
体
験

活 食

動 育

ホ
ク
レ
ン
ナ
イ
タ
ー「
な
な
つ
ぼ
し
の
日
」イ
ベ
ン
ト

　
５
月
30
日
午
前
９
時
半
よ
り
、名
寄

市
曙
地
区
に
お
い
て
米
低
温
貯
蔵
施

設
新
設
工
事
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

祈
願
祭
に
は
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
代

表
理
事
村
上
清
組
合
長
、名
寄
市
加

藤
剛
士
市
長
を
は
じ
め
、関
係
者
な
ど

約
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
同
施
設
は
、も
ち
米
の
製
品・原
料

を
貯
蔵
す
る
こ
と
を
目
的
に
、製
品

ベ
ー
ス
で
約
２
万
５
千
俵
の
収
容
能

力
を
備
え
る
と
と
も
に
、品
質
保
持
の

た
め
冷
凍
機
を
備
え
付
け
、も
ち
米
の

長
期
保
管
と
低
温
貯
蔵
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

　
来
年
３
月
に
完
成
し
、来
年
秋
か
ら

供
用
開
始
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

米
低
温
貯
蔵
施
設
工
事
安
全
祈
願
祭

　

名
寄
市
も
ち
米
生
産
組
合（
組
合

長　
横
山
圭
太
）は
、令
和
６
年
７
月

２
日
に
ホ
ク
レ
ン
ナ
イ
タ
ー「
な
な

つ
ぼ
し
の
日
」に
合
わ
せ
て
エ
ス
コ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
北
海
道
に
て
も
ち
米
消

費
拡
大
の
P
R
活
動
を
実
施
致
し
ま

し
た
。

　
お
も
ち
マ
ン
と
記
念
撮
影
し
た
画

像
を「
＃
モ
チ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
北
海

道
」を
付
け
て
S
N
S
で
シ
ェ
ア
す
る
と

「
餅
魂
」の
大
福
を
７
７
２
個
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
い
う
事
で
大
勢
の
方
の
参
加

を
頂
き
も
ち
米
の
消
費
拡
大
に
繋
げ

る
P
R
と
な
り
ま
し
た
。

［
上
口
農
場
］

　
５
月
22
日
に
名
寄
市
風
連
中
央
小

学
校
３
年
生
の
児
童
に
よ
る
田
植
え

体
験
が
風
連
地
区
の
上
口
忠
さ
ん
の

水
田
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
食
育
授
業
の一環
と
し
て
田
植
え
か

ら
稲
刈
り
ま
で
を
学
び
食
の
大
切
さ

を
学
ぼ
う
と
計
画
し
て
い
る
授
業
で
す
。

　
上
口
さ
ん
か
ら
苗
の
植
え
方
の
説

明
を
受
け
、風
が
冷
た
く
肌
寒
い
気
温

で
し
た
が
、児
童
た
ち
は
半
袖
短
パ
ン

で
水
田
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。泥
だ
ら

け
に
な
り
何
度
も
転
び
そ
う
に
な
り

な
が
ら
も
寒
さ
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い

元
気
い
っ
ぱ
い
に
田
植
え
を
行
い
ま
し

た
。
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　今回定植したスイートコーンは８月頃に名寄東
小学校の児童と収穫する予定となっています。

　7月8日、青年部風連支部（支部長　平澤宏幸）
によるスポーツ交流会を開催しました。今回のス
ポーツ交流会内容はサバイバルゲームで、場所
は、ピヤシリ温泉第一駐車場横に敷地があり、そ
このサバゲ―会場で行いました。当日は生憎、雨
天での開催でしたが、却って戦場のリアル感が出
ていて23名の青年部員の皆さんが楽しんでいる
様子が見られました。
　サバゲ―終了後、任意で温泉に入りたい方は温
泉に入り、その後18時より懇親会を牛若丸で開催
しました。青年部員30名程ご参加頂き、交流会は
盛会のうちに終了しました。

　6月7日、青年部本部（部長　小泉優人）による
大学生との交流会を開催しました。交流会は、名
寄の旧検査場の格納庫で行われ、青年部員19名・
職員5名・大学生26名のご参加のもと開催されま
した。来賓には、加藤市長と今野准教授にもお越
しいただきました。終始、青年部員と大学生が楽し
く交流している様子が見られました。

　６月17日、名寄東小学校３年生の児童30名と青
年部名寄支部（支部長　平間京太）9名によるスイ
ートコーンの定植体験が名寄地区　日彰　平間
京太氏の圃場にて行われました。
　青年部が各自カラス口を持ち寄り、使い方を教
えながら定植を行い、児童は初めて扱う道具にと
ても楽しそうな表情をみせていました。

青年部風連支部青年部風連支部
スポーツ交流会スポーツ交流会

青年部本部青年部本部
大学生との交流会大学生との交流会

青年部名寄支部 スイートコーン定植体験青年部名寄支部 スイートコーン定植体験

　６月24日～27日で上川地区10組織、私を含め
役員26名、富良野と中央会の事務局各１名とで関
東地方では桔梗信玄餅工場テーマパークで工場
のライン見学と店舗巡り・マンズワイン勝沼ワイ
ナリーでキッコーマンが造ったワイナリー見学・河
口浅間神社では富士山世界文化遺産で神社御参
りをしました。天然記念物の七本杉の幹回りは私
たち６人で手繋ぎをした程に太いものでした。

　視察最初は家の光協会。まず「家の光創刊物
語」共同精心が愉快で幸福な家庭から生まれると
考え創刊されたそうです。これからも読者に寄り
添う雑誌として歩み続けて行きたいとのお話でし
た。「家の光から学ぶ防災と記事活用」の話では現
在の非常時対処法が以前とは変わってきている
事、被災生活での知識等を記載している事を聞き
ました。私達は非常時ミニクイズを出され答えて
きました。
　「家の光プチ情報」の話では、令和７年５月で創
刊百周年を迎える事、記事編
集は担当者22名が読者の声
を大切にし、こだわりを持って
記事を仕上げているとの事で
した。表紙のモデルは旬の著
名人や食・農に思いのある又、
思いを想像させる著名人に依
頼するそうです。写すポイント
はモデルと読者の目線が合う
様にする事でした。モデル代は
記事にインタビューを載せてＰ

女性部部長　中野寿子

ＪＡ上川地区女性協議会 管外役員視察研修ＪＡ上川地区女性協議会 管外役員視察研修

Ｒする事で対してお金は掛かっていないそうです。
「家の光」の電子書籍化はもうすぐだそうですが
「やさい畑」は畑で読む方が多い為、行わないそ
うです。人気の料理記事は集めて冊子になってい
て、書店で販売されています。
　次は「農畜産物直売所たべるＪＡやまなし」
　生産量トップクラスの農畜産物が多い山梨県。
地産地消を進める事で将来の農家と消費者が元
気になって行く事を目指していると担当ＪＡの方の
熱意を聞きました。
　最後は「MILK LAND HOKKAIDO → TOKYO」
　東京都目黒区自由ヶ丘にある店です。土日祝は
行列が出来るそうで、店長は稚内、統括責任者は
札幌の方でした。（事業運営費は全て酪農家の拠
出金からです）農畜産物の付加価値をより高める
為ブランド戦略や北海道農業のアンテナショップ
の役割を果たし「世界に誇る一杯」を届けたいとお
話でした。次年度運営予定は監査結果次第との事
です。
　今回の参加で各組織役員と交流し親睦を深め
ることが出来ました。各組織や農作業、家庭につ
いて話し合い互いに励まし合いました。旭川地域
や富良野では年を通して勤めている部員が増え
ているそうです。
　最後に、今回の視察研修に参加させてくださっ
たＪＡ道北なよろ、ＪＡ道北なよろ女性部に感謝を
申し上げ報告と致します。
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　虹の会（会長　中野寿子）は７月12日（金）に営
農センターにて会員７名が参加し、夏期研修会を
開催しました。
　名寄警察署より講師を招き、「防災対策について」
の研修を行いました。
　地図を使用して防災対策を検討するＤＩＧ訓練
では、会員が地図を囲んで災害時の避難場所を
検討したり、災害クイズなどを行い、防災対策につ
いて楽しみながら学ぶことができました。
　研修会後には冬の絵手紙作りを行いました。
　虹の会はホームヘルパー有資格者７名で構成

されており、農村高齢者に関するボランティア、介
護に関する研修会等の活動を行っております。

　女性部智恵文支部（支部長　三
浦雅美）は、７月17日（水）に夏期
視察研修を開催しました。日本醤
油工業㈱などを視察し、10名が参
加しました。
　日本醤油工業㈱の工場見学で
は創業80年の歴史を学び、過去
実際に使用されていた機械や醤
油樽などについて説明を受け、触
らせて頂くなど貴重な体験ができ
ました。

虹の会 夏期研修会虹の会 夏期研修会

女性部智恵文支所　夏期視察研修女性部智恵文支所　夏期視察研修

　女性部風連支部（支部長　
住田美紀）は、７月23日に夏
期視察研修を開催しました。
砂川市「みんなの工場ＳＨＩＲＯ
」等を見学し８名が参加しま
した。
　みんなの工場ＳＨＩＲＯは
製品を製造する工場に、ショ
ップ、カフェ、キッズスペー
スなどがあり、製造工場は
ガラスで仕切られておりそ
の製造工程を見ることが出
来ました。また、産業廃棄物は家具などにアップ
リサイクル、廃材を床に利用し、キッズスペースの
ジャングルネットは漁師網を再利用しているそうです。

　環境に配慮した取り組みを行っていて、改めて
環境について考える貴重な時間となりました。

女性部風連支部女性部風連支部
夏期研修夏期研修

　女性部名寄支部（支部
長　中野寿子）は、７月１日

（月）に営農センター駐車
場 にて 夏 期 講 習 交 流 会

「ハンギングバスケット作成」
を開催しました。
　ハンギングバスケット作
成は毎年大変好評で、今
年で４度目の開催となり、
11名が参加しました。
　たくさんのカラフルな
花の中から自分好みの花
を選び、バスケットの中に配置を考えながら思
い思いのアレンジを作成しました。

　雨の中の開催でしたが、久しぶりの交流に部
員同士の会話も弾み、楽しい時間を過ごしまし
た。

女性部名寄支部女性部名寄支部
夏期講習交流会夏期講習交流会

　直売所には数多くのオリジナル
商品が並び、試食をしたり、好み
の商品を購入したり、とても充実
した研修となりました。
　また、智恵文支部六花の会（代
表 小泉菜）は、７月８日（月）に６名
が参加し、夏期視察研修（美瑛方
面）を開催しました。
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本
年
は
、低
温
に
よ
り
受
入
数
量

が
激
減
し
て
お
り
、当
初
予
定
し
て

い
た
数
量
の
約
半
分
の
数
量
の
販
売

と
な
り
、販
売
単
価
も
流
通
コ
ス
ト

増
等
に
よ
り
７
０
０
円
で
の
販
売
と

な
り
ま
し
た
が
、昨
年
に
引
き
続
き

対
面
販
売
と
い
う
こ
と
で
お
客
様
の

反
応
も
良
く
、初
日
５
袋
ま
で
と
し
、

販
売
開
始
１
時
間
で
販
売
を
終
了

し
ま
し
た
。２
日
目
、３
日
目
と
数
量

が
少
な
い
た
め
３
袋
制
限
と
し
、台

風
明
け
の
影
響
で
降
雨
の
為
客
足
が

鈍
く
販
売
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が

最
終
日
も
１
時
間
程
度
で
無
事
販

売
を
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　
杉
並
区
役
所
の
職
員
に
よ
る
と
、

開
催
数
日
前
か
ら
問
い
合
わ
せ
が

多
く
、楽
し
み
に
し
て
い
る
区
民
が

年
々
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

杉
並
区
役
所 

ア
ス
パ
ラ
ま
つ
り

杉
並
区
役
所 

ア
ス
パ
ラ
ま
つ
り

組合員資格確認のお願い

　平素、当組合の各事業にご理解ご協力をいただきまして、誠にありがとうござ
います。
　当組合の定款の規定により、組合員の皆さまに組合員資格の変更の有無につ
いてご確認をお願いしております。
　つきましては、下記の事項をご確認の上、組合員資格の変更がありましたら、お
手数ですが組合員加入いただきました当組合の本支所窓口にて手続きをお願い
致します。
　なお、お手続きの際には、運転免許証や保険証などご本人の確認ができる公的
書類と印鑑をご持参下さい。

■正組合員資格
①50アール以上の土地を耕作されており、その耕作する土地又は住所が
この組合の地区内にある方
②1年のうち100日以上農業に従事されており、その住所がこの組合の
地区内にある方
③農業を営む法人（その常時使用する従業員の数が300人を超え、かつ、
その資本の額又は出資の総額が３億円を超える法人を除く。）であって、
その事務所又はその経営に係る土地が当組合の地区内にある法人

■准組合員
①組合の事業を利用される方で、その方の住所が組合の地区内にある方
②当組合の地区内に勤務地がある方で、当組合の事業を継続してご利用
されている方
③当組合の地区外に住所がある方で、当組合の事業を継続してご利用さ
れている方
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農産課から農産課から

令和4年産　加工用もち米全道共計に係る精算結果の概要
　令和4年加工用もち米全道共計については、令和6年3月に全量の代金決済が完了しました。
　令和5年10月時点で一部、未受渡米穀があるものの、費用の見通しが立ったことから、令和5年12月4
日開催「第4回もち米団地農協連絡協議会」での決定事項に基づき、令和5年12月22日に最終の追加起算
払いを行った経過にあります。
　令和6年4月時点において費用を含めた受払が完了し、共計残余金については、「米穀共同計算実施要
領」に定める繰越上限である販売代金の1.00%の範囲内（実績0.708%）となったため、未確定費用を令和
6年5月21日付で令和5年産加工用もち米全道共計へ繰越を行いました。（12,929,023円）

共計受入金
項　目

金額（円）
本　体 消費税 計

前年産繰越金 4,902,057 490,206 5,392,263
販売代金 1,696,086,087 135,686,951 1,831,773,038
金利 62,021 0 62,021
産地精米卸負担 0 0 0
経過保管料(販売先から受入) 2,177,607 174,210 2,351,817
事故処理受入金 0 0 0
フレコン収支受入金 0 0 0
周年供給受入金 0 0 0
基金給受入金 0 0 0
違約金 0 0 0
総　計 1,703,227,772 136,351,367 1,839,579,139

共計支払金
項　目

金額（円）
本　体 消費税 計

品代

入庫時概算金 1,225,703,426 98,056,270 1,323,759,696
追加概算金 338,077,320 0 338,077,320
共計精算金 0 0 0
特徴のある米に係る加算・減算金 0 0 0
精算格差金 1,183,628 94,692 1,278,320
契約格差金 0 0 0
合計 1,564,964,374 98,150,962 1,663,115,336

流通
費用

系統手数料
ホクレン手数料 24,357,285 2,435,793 26,793,078
全農手数料 0 0 0
小計 24,357,285 2,435,793 26,793,078

販売経費

運賃 110,497,301 11,049,731 121,547,032
集約保管費用 6,726,815 672,679 7,399,494
産地精米委託搗精費等 0 0 0
小計 117,224,116 11,722,410 128,946,526

金利 6,031,710 0 6,031,710

その他
費用

経過保管料（農協へ支出） 1,603,150 160,316 1,763,466
事故処理支払金 0 0 0
フレコン収支支払金 0 0 0

総　計 1,714,180,635 112,469,481 1,826,650,116

差引　12,929,023

令和４年産加工もち米共計勘定（確定）
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本 所
名 寄 支 所
智恵文支所

名寄市風連町本町62番地
名寄市大通南4丁目10番地1
名寄市智恵文11線北3番地

TEL 01655-3-2521
TEL 01654-2-4531
TEL 01654-8-2111

JA道北なよろ 共済課

共済からのお知らせ共済からのお知らせ
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［
決
議
事
項
］

一
、　
経
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
、　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
規
程
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

三
、　
事
務
リ
ス
ク
管
理
規
程
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

四
、　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
改
訂
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

五
、　
次
期
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る

系
統
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

六
、　
預
金
保
険
機
構
検
査
に
係
る
検
査

回
答
書
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

七
、　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
利
用
者
保
護
等
管
理

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

八
、　
理
事
と
の
買
取
販
売
取
引
の
包
括

的
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

［
決
議
事
項
］

一
、　
哺
育
育
成
セ
ン
タ
ー
経
営
協
議
会

の
構
成
員
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
、　
組
合
と
理
事
と
の
契
約
（
貸
付
）

に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

　
旭
川
市

　
S
P
F
豚

　
お
祭
り
巡
り

　
家
畜
販
売
で
目
標
価
格
よ
り
高
く
取
引
出
来
た
時

　
畜
産
業
務
に
つ
い
て
2
年
ち
ょ
っ

と
で
、ま
だ
ま
だ
農
協
職
員
と
し
て

知
識
は
足
り
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

前
職
も
含
め
家
畜
を
扱
い
8
年
経

ち
様
々
な
経
験
を
し
て
き
た
の
で
、

そ
の
知
識
と
経
験
を
い
か
し
業
務

の
向
上
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

マ
イ
ブ
ー
ム

好
き
な
食
べ
物

仕
事
で
や
り
が
い
が
あ
る
と
感
じ
た
瞬
間

出
身
地 Ｊ

Ａ
道
北
な
よ
ろ
職
員
紹
介

▼
営
農
セ
ン
タ
ー
　
畜
産
課
　
本
山
　
達
也

組
合
員
に一言

理事会の経過

理
事
会
の
経
過

［
決
議
事
項
］

一
、　
定
例
監
査
講
評
に
つ
い
て

　
　
　
　
監
事
会
報
告
通
り
決
定

二
、　
給
与
規
程
の
改
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

三
、　
職
員
就
業
規
則
お
よ
び
準
職
員
就

業
規
則
の
一
部
改
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

四
、　
組
合
と
理
事
と
の
契
約
（
貸
付
）

に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

五
、　
国
債
窓
販
業
務
廃
止
に
伴
う
関
連

規
程
類
の
一
部
改
正
お
よ
び
廃
止

に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

六
、　
令
和
六
年
産
く
ず
米
・
雑
穀
予
約

推
進
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

第
四
回
定
例
理
事
会

開
催
日
　
六
月
六
日

第
五
回
定
例
理
事
会

開
催
日
　
六
月
二
十
七
日

第
六
回
定
例
理
事
会

開
催
日
　
七
月
二
十
九
日

令和6年
4月 19日固定資産実査
5月 31日期中棚卸監査
6月 6日第3回経済委員会

6日第5回監事会
6日第4回定例理事会
18日第1・四半期定例監査

　 27日第3回総務委員会
27日第6回監事会
27日第5回定例理事会

7月 1日期中棚卸監査
2日〜5日みのり監査法人期中Ⅰ監査
10日 3地区全体交流会
26日第4回経済委員会
26日第4回総務委員会

　 29日理事会作況調査
29日第7回監事会
29日第6回定例理事会

JAのあゆみJAのあゆみ
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クロスワードクロスワード／声の広場

N

W

E

クロス船に

MAP

１　

○
○
○
○
多
く
し
て
船
山

に
登
る

２　
船
が
通
る
み
ち

３　

富
山
に
は
ホ
タ
ル
○
○
が

見
ら
れ
る
観
光
船
も

５　
○
○
○
同
舟
＝
敵
同
士
が一

緒
に
い
る
こ
と

６　
実
力
の
う
ち
？

７　
燃
え
尽
き
て
残
る
粉

８　
「
船
」の
コ
レ
は
舟
偏

10　
牛
の
肋
骨（
ろ
っ
こ
つ
）上
の

背
肉

12　
コ
ン
テ
ナ
を
積
ん
で
い
る
○

○
○
船

14　

水
陸
両
用
の
ホ
バ
ー
○
○

○
○

16　
舟
の
オ
ー
ル

17　
競
艇
が
テ
ー
マ
の
漫
画「
モ

ン
キ
ー
○
○
○
」

18　
シ
リ
ア
ル
に
か
け
る

20　
ク
ル
ー
＝
○
○
○
○
員

21　
山
頂
部
分
。剣
が
○
○

22　
蒸
気
船
が
ポ
ッ
ポ
ー
！

24　
旧
日
本
海
軍
の
戦
艦
で
、宇

宙
に
も
行
っ
た
？

26　
人
が
多
く
集
ま
る
広
場

27　
丸
太
を
組
ん
で
造
る
舟

29　
余
計
な
つ
け
た
し

30　

船
が
勢
い
よ
く
進
ん
だ
跡

に
立
つ
も
の

31　
白
川
夜
船
で
、ぐ
っ
す
り
と
…

33　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

34　

船
体
の
腐
食
を
防
ぐ
た
め

の
○
○
止
め
塗
料

35　

ピ
ク
チ
ャ
ー
ブ
ッ
ク
。船
が

主
役
の
も
の
も

37　
警
察
、消
防
、税
務

38　

船
の
○
○
○
○
○
源
は
風

や
エ
ン
ジ
ン
な
ど

39　
「
蟹
工
船
」は
小
林
○
○
○

の
小
説

41　
靴
を
数
え
る
単
位

42　
オ
ー
ル
で
漕（
こ
）ぐ
舟

43　
画
家
の
こ
と

44　
黒
船
に
乗
っ
て
来
て
開
国
を

求
め
た
人
物

45　
靴
は
こ
の
中
に
収
納

48　
車
寅
次
郎
の
か
ば
ん

50　
舟
に
乗
っ
て
激
流
を
進
む
○

○
○
下
り

52　

溶
か
し
た
金
属
を
コ
レ
に

流
し
込
み
ま
す

54　
タ
ン
カ
ー
＝
○
○
○
船

56　
出
帆
時
に
ジ
ャ
～
ン
！

57　
○
○
共
に
認
め
る

58　
甲
の
次

タ
テ
の
キ
ー

1 2 3  4 5 6
A

7  8  

9  10 11  
 

12   

13 14   15 16    17 18
B

19  20
C

   21 　 22

 23     24   25 26  

27  
E

 28  29  30
H

  

 31 32  33
G

  34  35

36 37  33 38　   39  

40
J

41  42 43  44  

45  
 

46     47  48  
 

49 50    51 52
I

  53  
 

54

55  56  57 58
D

 

59
K

   60     
K

回答欄 A B C D E F G H I J K

　ボート免許のトップクラスである一
般小型船舶操縦士免許を持っていれ
ば、モーターボートでどこまでも行けま
すよ！

正解者の中から
抽選で５名様に「商品券」をプレゼント!!

解答は、本誌に添付されたハガ
キに記入して送付して下さい！

ＦＡＸでも受付しております
０１６５５−３−４０４５

［応募締め切り・発表］
令和6年9月30日（当日消印有効）

当選者は次号でお知らせします。
多数のご応募お待ちしていま
す！

クロスワードを解きA〜Kをつないだ言葉を答えて下さい。 
※「クロスワードTOP」より

１　
水
の
中
に
も
ぐ
っ
て
進
む
○

○
○
○
艇

４　
こ
ん
な
に
○
○
○
よ
く
条

件
が
そ
ろ
う
な
ん
て
、渡
り

に
船
だ

７　
ノ
ア
が
動
物
ら
と
共
に
乗
っ

て
洪
水
に
耐
え
た

９　
船
が
流
さ
れ
な
い
よ
う
に
沈

め
て
お
く

11　
屋
形
船
で
ワ
イ
ワ
イ
と

13　
海
賊
船
の
帆
の
印

15　

放
課
後
に
校
庭
や
教
室
な

ど
で
励
む

17　
緊
張
が
と
け
る
こ
と

19　
入
り
江
や
湾
の
別
名

20　
幽
霊
船
に
か
け
ら
れ
て
い
る
、

怖
い
も
の

21　
ア
ニ
メ「
蒸
気
船
ウ
ィ
リ
ー
」

に
登
場
す
る
○
○
○
○
マ

ウ
ス

23　

人
や
自
動
車
な
ど
も
運
ぶ

大
型
連
絡
船

24　
屋
形
船
よ
り
小
型
で
、川
遊

び
に
使
う
○
○
船

25　
船
が
ひ
っ
く
り
返
る

27　

釣
り
船
か
ら
太
公
望
が
垂

ら
す
も
の

28　
割
る
と
紙
吹
雪
が
舞
う

30　
観
光
船
に
乗
っ
て
紅
葉
が
楽

し
め
る
季
節

31　
あ
ま
り
目
立
た
な
い

32　
ア
ウ
ト
サ
イ
ド

34　

○
○
○
さ
ん
や
カ
ツ
オ
の

母
は
フ
ネ

36　
ヨ
コ
47
を
行
う
人

38　
白
雪
姫
の
リ
ン
ゴ
に

39　

南
船
北
馬
＝
あ
ち
こ
ち
○

○
を
す
る
こ
と

40　
湯
船
と
呼
ん
だ
り
も

42　
外
国
と
の
商
取
引
。船
も
よ

く
使
わ
れ
る

44　
剣
よ
り
も
強
し

46　
船
に
つ
い
て
い
る
プ
ロ
ペ
ラ

形
推
進
器

47　
船
を
操
り
、進
む
方
向
を
定

め
る
こ
と

49　
佐
渡
で
は
舟
と
し
て
使
う
、

大
き
な
器

51　
ホ
ッ
と
し
た
と
き
に
つ
く
ブ

レ
ス

53　
餃
子（
ギ
ョ
ー
ザ
）の
た
れ
の

辛
味

55　
「
×
２
」

56　
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す

58　
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る

59　
「
○
○
○
○
船
々
」は
香
川

県
の
琴
平
町
を
中
心
に
歌

わ
れ
た
民
謡

60　
デ
ィ
カ
プ
リ
オ
主
演
の
映
画

で
有
名
な
、悲
劇
の
豪
華
客

船

ヨ
コ
の
キ
ー

前
回
の
パ
ズ
ル
の
答
え

菜
採
り
は
能
力
が
出

る
と
の
こ
と
で
行
か
ず
、

も
ら
っ
た
ウ
ド
を
い
た
だ
き
、お

い
し
く
調
理
し
ま
し
た
。家
の

近
く
に
熊
出
没
の
看
板
が
立
っ

て
い
ま
す
。  （
風
連　
新
生
町
）

菜
の
ハ
ウ
ス
の
イ
チ
ゴ

を
食
べ
に
、今
年
も
な
ん

と
ア
ラ
イ
グ
マ
が
３
匹
目
！
昨

年
は
ハ
ウ
ス
に
２
匹
と
ブ
ド
ウ

の
木
の
下
に
４
匹
、オ
リ
に
入

り
ま
し
た
。

　
も
う
来
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。

（
風
連　
瑞
生
）

っ
と
太
陽
さ
ん
の
顔
が

見
れ
て
ほ
っ
と
し
て
い

ま
す
。稲
の
苗
も
や
っ
と
元
気
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。今
年
は
ど
ん

な
年
に
な
る
の
か
先
が
心
配
で

す
。　　
　
　

 （
風
連　
豊
里
）

う
す
ぐ
義
母
が
百
歳
で

す
。

　
人
生
百
年
と
よ
く
耳
に
し
ま

す
が
、そ
の
後
は
ど
う
な
の
で
し

ょ
う
か
…
？

　
ひ
ょっ
と
す
る
と「
人
生
百
十

歳
」と
い
う
日
が
来
る
の
で
し

ょ
う
か
…
。姉
が
76
で
亡
く
な

っ
た
ば
か
り
で
、元
気
で
い
な
い

と
損
で
す
ね
！　

 （
名
寄　
曙
）

年
は
い
つ
も
に
ま
し
て

雨
の
多
い
年
で
す
ね
。

大
豆
の
ま
き
つ
け
や
南
瓜
の
は

た
け
作
り
が
お
く
れ
て
、ど
ん

な
秋
の
収
穫
に
な
る
の
か
心
配

で
す
。　　
　
　
　

 （
智
恵
文
）

…
…
…
…
…
…
…

　
今
回
の
応
募
総
数
は
18
通
で

し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
の
沢
山
の
ご
応
募

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

山

や

今

野

キ
オ
ク
ニ
ノ
コ
ル
デ
キ
ゴ
ト

［
プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者
］

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の
５
名
の

方
に
商
品
券
を
送
り
ま
す
。（

敬
称
略
）

田
村　
響
稀（
風
連
）

横
田　
則
子（
風
連
）

中
川　
美
恵
子（
名
寄
）

廣
島　
秀
子（
名
寄
）

島
田　
和
子（
智
恵
文
）

も
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